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滋賀・三璽両県下④ド目マイト鉱山について

肥　　田 昇菅

　　　　　　　　　　　R6SUI116

　　0ntheDo置omiteDepositinShig読＆屈
　　　M：ie　Prefect皿es　in　Kinki　District

　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　Noboru　Hida

　　Two　dolomite　mines　undermentioned　are

　the　nlost　active　ones　in　the　area　described．』

．　The　Shiga　Dolomite　Mine，one　of　them，

　is　located　at　S＆megai－mura，　Sakata－gun，

　Shiga　Pref．，a血d　the　Mie　Dolomite　Mine，

　the　other，　at　Ishigur昏murα，　Inabe－gun，

　Mie　Pref．．

　　The　Shiga　Dolomite　Mine　si加ates2km

　east　from　Samegai　station〈T6kaid61ine’）

andveryconvenientfortransp6rtationof

　ores．　The　monthly　production　of　dolomite

　is700－800tons＆ndoflilnestone1，QOO
　tons．　　The　geological　structure　of　the

　Chichibu　series　in　this　aηea　is　very　compli－

　cated。　The　dolomite　deposit　is　enveloped、

　in　limestone　bed　of－the　Chichibu　palaeozoic

　formation．　　The　deposit　is　beded　foでm，

　N45。r50。W，to45。NE，and　is　not　large

　in　s“ale。　The　existence、of　parallel　bands，

　or　veins　of　siliceous　roCks，　a　characteristic

　feature，are　without　faillobserved　near　the

　contact　boundafy　with　the　Iimestone．

　　The　M1e　Dolomite　Mine　locates4．5km

　west　from　N三ugawa　station（Sangi　Hne）and

　not　so　conyenient　in　traffic．The　production

　of　this　lnine　is　not　Iarge　under　the　present

　the　econ6mic　condition．　　The　dolomite

　deposit　is　i血the　limestone　in　this　area　is

　very　widely　extended　nearly’in　north－south

　direction．．The　dolomitization　is　so　widely

　observed，一一70－100mhigh，about70m

鉱床部、

　wide，and　about300m　long．　This　is　the

　second　largest　deposit　in　Japan．　　But　the

grade・fthiSdep・sitisc・nsiderablyvariable，

　thohgh　often　the　ore　of　Mgσ19－20％in

　the　bulk　of　Iow宮rade．

　　Theorereservesoftheseminesar6est量一

、mated＆s　follows：

　　　　　　　　　　　　　　　（averagegrade）

　　ShigaDolomiteMineMgO16－17％1×105t

　　Mie　Dolomite　Mino　MgO15－18％more

　　　　　　　　　　　　　　tヒan8．’6×105t

　　The　dolomite　ores　have　been　explited

　largely　for　ceramic　use　with　small　fraction

　for　agricultural　use．

　　Detailed　survey　on　the　Mie　Dolomite　Mine

　are　very　desirable，because　the　exact　dist一’

　ribution　of．the　deposit　is　not　yet　fully

　known．

　　　　　　　　　要　　　　F約

　1．　滋賀ドロマイト鉱山（滋賀県坂田郡醒ケジト村）は

東海道線醒ケ井駅東方2kmに位置し，石次岩中にその

走向とは無関係に厚さ7～10m位の板状をなして存在す

る。鉱床と母岩たる石友岩との境には2～10cmの珪質・

岩が発達し，從つて周辺部は品質が低下する。鉱石は次

色～次黄色で堅硬結晶質のものと友色一賜黒色斑状のも

のとある。

　品質鉱体の中心部のもの　MgO15～19％

　　　　　〃　周辺部　〃　　　　　7～10％

　鉱床量　実牧率　70％　　　　1×1晩

　産　’額　　　　　　　　　　700－800tノ月

　鉱業罐者　青山敬治

　2．三重ド・マィト鉱山（三璽県員辮郡石褥村）は三

岐線丹生川駅西方4．5kmに位置し，鉱床は高さ70～

100m，巾70m，長さ300mの広大な地域を占めて分布

している。鉱床と石友岩とは構造的関係は明らかでない

が，上記地区内の採掘しうる部分は70～80％と推定さ

れる。

　鉱石は荻白色に、潮色等の斑点を有するものが・多く，こ

のものが品質良好である。
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品位は　　MgO　14～19％Fe203，SiO2が穂々多い。

　鉱床量現採掘面以上．　8．6×105t

　　　l日採掘面以上　1．6×106t

　実牧率70～』80％

　産　　額．200t／月

　鉱業灌者　三重石次工業株式会杜

　との鉱床は規模に：おいて桁違㌧・ではあるが：葛生に次L・

で大き・いものである。

　　　　　　1．緒　　言
　筆者は昭和26年4月末滋賀県滋賀ド・マイト鉱山およ

び三重県三重ド・マィト鉱山のそれぞれの鉱床調査を行

つたが，今回はその鉱床の概要と現況を調べるに留め

『た。

　訳にその概要を報告する。

　とれらの地域については既に昭和24年滋賀県庁におい

て行つた滋賀ド・マイト鉱山報皆およぴ昭和22年名古屋

通商産業局鉱業課荻原忠興の三重ド・マイト鉱山調査報

告がある。

　　　　　2．位置および交通
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　　　　　3．　地質および鉱床

　1）地『　質
　滋賀ド・マイト鉱山は伊吹山南方約10kmの部分に

r
あ り，三重ド・マイト鉱山は鈴鹿山脈龍ケ岳（1，100m）

東麓にありいずれも古生暦石荻岩中のドロマィ、ト鉱床を

棟掘している。

L附近は石次岩・砂岩・珪岩（ある焼は珪質岩）を主とし

ており，石友岩は巾120m，』長さ500血位の細く西南方

に延びた形状を示し，ド・マイト鉱床はこの石友石の東

北端に近い部分に暦状に発達している。

　　　　　の　三重ド・マイト鉱山附近の地質は主として石次岩・砂

岩・粘板岩・線色岩類等からなりゴ第三紀暦（新第三紀）

の砂岩・頁岩等の緩傾斜の互暦で被覆されている。また　’

一鉱床南方約2．5kmの地域にはそれより南にかけて広大

な花醐岩が発達している。石次岩は広大な分布をなして

発達し宅いるが，ド・マイト鉱床を含む石友岩は東西巾

300m～500m，南北数kmにおよび特に北方西藤原村地幣

のものはセメント原料として多量に採掘されている1）。

　ドロマイト鉱床は石友岩体の，比較的南端部に発達してい

る0

　2）鉱　　床
　この地区のドロマイト鉱床は二つの．ダイプに分けられ

る。すなわち滋賀ド・マイト鉱山の鉱床は高知県十市鉱

山2）のものと類似し，三重ド・マイト鉱床は栃木県葛生

地方3）のものにや』類似している。

　　（a）滋賀ドロマイト鉱山　この鉱床は石荻岩中に

その延びの方向とは無関係にN45Q～500W，450NEの

暦理を示して厚さ7～10m，長さ約100m位の暦1伏乃

至は板状鉱床として発達している4）。

　ド・マイト鉱床の周辺部特に見かけ上の上部5）の石荻

石との境界部には無数の2～10c単の厚さを有する珪質

岩g細脈がドロマイト鉱床の暦理に並行して発謹してい

る・これらは鉱床から石友石に移過する部分で，ド・マ

イト，石次石と互暦をなして著しく発達している。ごの　　　．

傾向はドロマイト鉱床の下部5）の石友石との聞にはあま

1〉小野田セメント株式會肚藤原工場で営肚最大の崖産をあげている。
2）下ロミテイゼイシヨンの績果生成されれと思われる不規則な形態を「
　呈する鉱床。四國地方のドロマィト鉱床調査報告（未刊）
3）成鳳伏のド・マイト鉱床。

　　窯i業鳳料　第一集暴齋俊男
4）　鉱床下部に衝上断暦が推定されるので現探掘面以下の鉱床（0深さは
　考慮しないこととする0
5）　この地域は縫造が復難であるので「上，’下部」は見かけ上の上ヂド部

　とするo
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り、認められない。

從つて鉱床としては中心部の厚さ6～7m職質よく．

周辺部ではMgOの減少，珪酸分の増加等によつて品質

が低下する。珪質岩は採掘上の障害になりかつ品質の低

下を來すために掘残されている・

　　（夢）三重ドロマイト鉱山　　こ6地区の鉱床は石次

岩中に比較的大規模に発達したものであるが，灘賀1靖

ずイト鉱床と全ぐ趣を異にし，石友岩との構造的関係が

明らカンでない。

鉱床とこれを含む石荻岩とは化学成分の上からは比較的

明瞭な境界を示している。

　鉱床は海抜300～450mの台地の…部に高さ70～100m，

巾約70m，長さ約300mの相当広大な分布を示して発達

している。鉱床内には鉱石としては全く役立たない部分

も含まれているから採掘し5『る部分は全体の70～80％

位と推定される己

　この鉱床は栃木県葛生のものとは比較にはならないが

わが国ではこれに次ぐ大輝模な鉱床であるといえる。

　　　　　　　4．鉱石および品位

　1）滋賀ドロマイト鉱山

　外観友色～灰黄色で堅硬，結晶質で普通のド・マイト

の外観を示すものと，友色～瓢黒色斑状のものがある。

　鉱石中には・しぼしば荻白色珪質岩の細脈を混えるため

晶質は低下する。

　鉱床の中心部06～7mの部分はMgO15～19％，S沿2

0．6～2．36％で良好であるが周縁部はMgO7～10％で

かつSio2が増加するため鉱石として役立つ部分は少な

い。鉱石の実牧率はMgO15～19％のものを対象とす

ると70～80％と考えられるが鉱床の形態上今後の採掘

には困難を伴5。

　2）’三重ドロマイ、卜鉱山

　この地区のものは友白色緻密結晶質の普通にみられる

鉱石は比較的少なく，一般に斑状のものが多い。その一

つは茨白色に瓢黒色あるいは友褐色の斑点乃至は細脈網

日斌の外観を示すものと，他は友色，黄色の鉱石であ

る。これらのなかで品質の良好なものは斑状のものであ

り他のものは一檬でない。

　この鉱床中の品位分布に特に規則性は認められない。

この地区のものはMgO14～19％でとき・に’20％を越え

るものがあるが，一般にSio2および鉄分がや』多い。

　MgOの低品位のものは苦土質石友（オスミヅト）6）と

して使用するので採掘しうる部分は広い・

　…般にζの地区のものは亀裂に富むので比較的脆い部

分が多く裸掘は容易である。なお切羽選鉱を充分庁えぼ

婁質の鉱石を多量に5ることは可能であると愚われる。

　．．麟己爾鉱山の鉱石について：参考資料として次表に化学

分析表を掲載する（県庁，その他需要者側の資料）。

滋賀ト“・マイト鉱山および三重ド・マィト

　　　　　鉱山鉱石分析表

、ユ璽岡『F・

l　　i　l
1117．4与、1。96i

　l　　i　i
2 16．240‘68

　l　　l
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33，49

33。46

大阪通産局
　卒林按宮

　　〃

〃

37．16

34．911

膿乙
1三霞県工試（昭16）

　広畑製鉄所

　　　　　　［　　　（昭17）

A1十Fe
　　　35．41　0．80．
A1＋Fe35．59
　0．39

Fe
　　　　43．70
　0．23

44．83

45．36｝
　小野田セメント
　　（昭23）
小野田セメント

　　（昭24）

！

0．501　　　　　　　　37．80

　　1
1．22i

　　l1

　註　1～3．滋賀ドロvイト鉱ll薩

　　4～11，三重ドロマィト鉱肉塵

　　12～14．同上　南側谷附矩産

5．鉱　床　量

　滋賀ド・マイト鉱山は暦状であるため鉱床の規嘆は比

較的明瞭であるが，鉱床下部に衝上断暦が推定され喬の

でこの場合，下部の鉱量は皆無になることも考えられ

る。

　三重ド’ロマイト鉱山は採掘二ニヵ所と途中の切割におけ

る鉱床の状態から相当大きい鉱体であることも推定しづ

る。

鉱 山

6）オスミツトぱ三重ド買マイト工業株式禽肚の商品名で農菜用苦土石

　灰として製造し匁もので，MgO20％以、ヒを倉んだ石灰であること

　を規定していろ。’

滋賀ド・マィト

三重ドロマイト

実牧率隔質1

7。一8。％圏9％1

70％、 MgO
15～18％

鉱　床　量

1×105t，

現採掘場面以上で
ば　 8．6×105t，

旧採掘場7）面以上
では1，6×106t。、

7）　奮探i掘場面は現右…の操掘場より約40m下音βで』ある。
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　　　　　6，鉱山の沿輩および現況

　1）　滋賀ドロマイト鉱山

　現在ド・マイトおよぴ石茨石を裸掘稼行中である。昭

禾07年現鉱業権：者青山敬治発見以來稼行を続げて、♪るo

すなわち昭和8年探掘を開始し昭和18年まで600t／月位

を旭ガラス尼ケ崎工場へ費鉱し，昭和18～19年5qOt／月

播磨造船に費鉱を続け宅いたが昭和19～21年トラヅグ

徴用によつて採掘を中止し，昭和21年末より裸掘を再開

している。

　現在もド・》イトおよび石友石の探掘を行つており，

　　ドロマイト　700～800t／月

　石・荻石1，000t／月
の生産を挙げている。ド博Ψイトは主として日本高周波

エ業，不二越製鉄に600t／月を製鋼用炉材原料として，

また徳永ガラスヘ主としてビン原料用として100t／月を

大阪石粉工場へ萱鉱している。石次石は農業用，製鉄用，．

土木建築用等に費鉱されている。

　採掘場は比高10～20mの地点で石荻石とド・購マイト
’
の
劃
胴 ニヵ所である。ド・マイトは鉱床の巾より少し広

く10～15mの巾で鉱床の発達方向に採掘し切弱選鉱を

行つている。鉱床が東方に傾斜し上部に石次石があるた

め採掘も困難を伴うことが多い。石荻石切弱はド・、マィ

ト鉱床の東側で巾50m，高さ，60m，策一西面を探掘し

‘ている。採掘は機械掘を主として手掘も併用している。

一磯に農繁期ば鉱員の減員で生産も低下する。

　鉱石のi搬出はヨ欠の如く至便である。

ているが，現在は…基のみ稼榊である。搬出経路は

現螺騒シユー渉欝器煽，鶏』ま
　に　う
一一丹生川駅

たは馬車

　　　20km現場　　　　醒ケ井駅
　　トラツク

でや』不便である。

索道はケーブル線，木塔の老朽のためと裸掘能率の関

係から能力の約60％60t／日の澤鉱を行い5る瓶況であ、

るが，これも一1走していない〇

三重ド・マイト鉱山の生産実績は大略吹の如くで開発

以來昭和26年3月までに約10万tの生産を挙げて、、る。

三重ド・マィト鉱山隼産実績（鉱山側資料）

瞬掘総量製鋼用

　2）　三重ド山マィト鉱山

　昭和10年12月発見，昭和12年3月沖石次工業所設立，

局年1明三重石茨工業株式会肚とし採掘を続け，昭和3

、年3月三重ド・マイト工業株式会肚に肚名変更，現在ま

で休止することなく探掘稼行中である。

　この鉱山ではド・マイト鉱石の費鉱は從として主に現

地で“オスミッド’を製造，農業用として販壷して：い

る。すなわち過去の生産実縫による製鋼用炉材原親とし

1ては生産の18～20％程度で，とれ以外はほとんど“オ

スミヅト”として製品化している。

　最近ガラス用として大阪石粉工場へ10肚／月，川崎車

輌・大同鋼板・淀川製鋼・近畿車輌・汽車製造等の諸工

場へ各10～20t1月をそれぞれ出鉱している。

　採掘場ば工場（事務所）より約1，6km西方で比高50

～60mの部分で，探掘切弱は現在一ヵ所で巾40m，高

さ50血位の露天掘．りを行つている。

　鉱員は農業者が多いので，農繁期には生産は著しく低

下する。オスミット製造工場は70t処理竪竈四基を備え
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7．結　　論

昭和12年11月から
の生薙…：が加算され

ている。・

∫肥料統制とオスミ・
ット費行不振で生

嘘低下

　　〃
〃

灘賀県下には滋賀ド・マイト鉱山以外に一，二の鉱床

が知られているが，搬出り点に難：があるため稼行され。る

に至つていない。

滋賀ド・マイト鉱山は現在の規模の程度の稼行を続け

るのが適当である。地域的に北陸，中京，阪神方面への

出鉱上至便な位置にあるので切羽選鉱を行い，かつ操掘

上の危瞼を伴づので石友石の採掘と併せて行えぱ当分の

稼行に耐えると考えられる。

三重ド・マイト鉱山は交通がや瓦不便であり品質に斑

があるが鉱量の大きいことと中京，阪神工業地帯に地域・

的に便利な地点とを占めているので今後の開発のために

詳細な調査を必要とする。開発に際しては邊鉱を充分に

行えぼ良質な鉱石の大量出鉱も可能であちと考えられ

る。
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